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この施設は、２００１年に新しく竣工した施設です。電気自動車、ハイブリッド車等の低公害車

 

から、ガソリン車や大気汚染の元凶ともいわれるディーゼル車までの幅広い自動車について、

 

動力性能、自動車から排出される様々な排出物の排出実態等を、実際の使用条件のもとで明

 

らかにすることができます。

これまで、公表されている数値は、大半が決められた特定の条件下におけるもので、実際に

 

自動車が使用されている条件のもとで評価した例はあまりなく、適切な評価がなされていません

 

でした。

そのため、この施設には、一般的な排出ガス測定装置に加えて、大気中における排出ガスの

 

動態を把握するための拡散チャンバーや粒子状及びガス状物質を詳細に分析するための設備

 

が導入されています。

●施設を用いた研究の概要

自動車の使用実態データをもとに、実使用条件下における環境影響を評価します。

環境影響予測、評価ツール

排出特性
•汚染物質・温室効果ガス

•排出ガス、微粒子の詳細性状

環境負荷削減シナリオ
• 地球温暖化と大気汚染問題
解決の両立

自動車交通に起因する
環境問題改善策の提案

自動車依存度低減の検討
•地域特性等を考慮した代替交通手段の研究

•公共交通機関が利用し易い都市の研究

リアルワールド（実使用条件下）
における自動車の環境影響評価

車載機器等を用いた

自動車の使用実態調査

自動車技術・燃料等の評価
•既存車

•ディーゼル車後処理技術

•ハイブリッド車、電気自動車

•バイオ燃料等
ユーザー支援
•運転方法（エコドライブ）
•使用方法、車両の選び方

自動車技術へのフィードバック
•使用実態に適合した自動車
•自動車への要求性能

需要予測・調査
•交通需要

•購買行動



1850～3500mmホイールベース

0.7～3.5ton等価慣性重量

0～200km/h速度

許容軸荷重：20kN

材質：アルミニウム

幅　：975mm（内幅：800mm、外幅：2750mm）

直径：1219.2mm　（48in）

ローラ

吸収：240kW　駆動：220kW　70km/h（ 1ローラ当り）過負荷定格

吸収：150kW　駆動：130kW　70-200km/h（ 1ローラ当り）連続定格

交流電気動力計動力計

ローラダイナモ方式4WDダイナモメータ方式

仕　様項　目
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■シャシーダイナモメータ

30　～　80%RH　±5%湿度範囲

-10　～　+50℃　±1℃温度範囲

6m(W)×14.1m(L)×3.5m(H)試験室寸法
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-10　～　+50℃　±1℃温度範囲
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■環境実験室
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3.5～20m3/min流量範囲

CFV方式流量測定方式

3.5～20m3/min流量範囲

CFV方式流量測定方式
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5～45m3/min流量範囲

2段希釈トンネル付備考

CFV方式（熱交換器付）流量測定方式

5～45m3/min流量範囲

2段希釈トンネル付備考

CFV方式（熱交換器付）流量測定方式

■排気ガス測定装置

●ガソリン車用ＣＶＳ装置

●ガソリン車用希釈分析計

●ディーゼル車用希釈トンネル装置

●ディーゼル車用希釈分析計

●直接分析計

●環境条件設定範囲

独立行政法人　国立環境研究所

　　PM2.5・DEP研究プロジェクト

　　交通公害防止研究チーム
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●施設の概要

気象条件や道路勾配など実際の使用環境における排出ガス及び粒子状物質の組成、粒

 

径分布などの詳細な性状を評価するための計測設備が導入されています。

空調機

車速追従ファン

●環境実験室

●4WDシャシー

ダイナモメータ
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粒子捕集装置

排出ガス分析計 CVS装置

-10～50℃、30～80%RH

DEP
NO、NO2
VOC
有害化学物質

etc

PM組成（EC/OC)
粒径分布、粒子数

NO、NO2、N2O、SO2
NMHC
VOC
有害大気汚染物質

●排出ガス拡散チャンバー

大気中への排出ガスの拡散状況を模擬

●排出ガス測定装置

●PM・排出ガス詳細性状解析装置

希釈トンネル装置

データ処理装置
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●車載型計
測装置
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●車載型計
測装置

独立行政法人国立環境研究所

地域環境研究センター

都市大気環境研究室
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